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28(月) 29(火) 30(水) 1(木) 2(金)

何でも相談 何でも相談

何でも相談 何でも相談

5(月) 6(火) 7(水) 8(木) 9(金)

ラッコ　9:30

（親子遊び）

イルカ 9:30

（親子遊び）

きりん　9:30

（交通ルール）

B　14:00

（交通ルール）
H　14:00

D　14:00

（交通ルール）

12(月) 13(火) 14(水) 15(木) 16(金)

職員会議

みんなでほっとする会

10：00

（生活習慣について）

療育相談　9：30 何でも相談 何でも相談

特別指導
A　14:00

（交通ルール）

C　14:00

（交通ルール）
職員会議

E　14:00

（交通ルール）

19(月) 20(火) 21(水) 22(木) 23(金)

りす 9:30

（交通ルール）
何でも相談

ラッコ　9:30

（しゃぼん玉）

イルカ　 9:30

（しゃぼん玉）

ペアレントトレーニング

10：00

年中親子遊び

14:00
F　14:00

年少親子遊び

14:00
I　14:00 J　14:00

26(月) 27(火) 28(水) 29(木) 30(金)

うさぎ　9:30

（交通ルール）
園訪問 園訪問

保護者勉強会　10：00

（就学説明会）
園訪問

療育相談　13：30

園訪問
G　14:00 園訪問 園訪問 園訪問

0

おたより

令和7年5月号

静岡市清水うみのこセンター
TEL：054-335-1148
FAX：054-335-1292
Mail：shimizu-uminoko@po4.across.or.jp

こどもの日 振替休日

５月の活動について

乳児：しゃぼん玉

事業団のグランドで、しゃぼん玉遊びをします。

吹くもあり、うちわの骨にシャボン液をつけてパ

タパタすると沢山のしゃぼん玉が一斉に空に飛ん

でいきます。キラキラ輝く しゃぼん玉を追いかけ

るのも楽しいですね。

幼児：交通ルール

気候も良く、お出かけする機会も増える時期です

ね 。でも、外は危険がいっぱいで大人はヒヤヒヤ。

道を歩く時の簡単なお約束を親子で楽しく確認した

あと、実際に近くの公園まで歩いてみたいと思いま

す。安全に歩ければお散歩も楽しめますね。履きな

れた靴、帽子、水筒のご準備をお願いします。



うみのこセンターのおたよりは、ホームページから閲覧することが出来ます。予定の確認等にご活用下さい。

各行事のお知らせや、活動報告等も随時掲載していきます。しみず社会福祉事業団のトップページより、

新着情報にて最新のおたよりをご確認出来ます。 うみのこセンター おたより

＝親の会について＝

令和7年度の新役員をご紹介します。よろしくお願いします。

会長；兵藤さん 会計；青木さん 監査；増田さん

広報；片桐さん 書記；野中さん 補佐；望月さん

令和6年度末に親の会よりオマルとソフトブロックを寄贈していただきま

した。大切に使わせていただきます。ありがとうございます。

～うみのこのちょこっとエピソード～

１番病

「ボクが１番 」と言い張る子。少しでも他の人が先に何かをしてしまったら大変。

泣いて暴れて、時には手が出るなんていうことも。周りが気を遣って譲ったり慰めたり。

その時はそれで済むかもしれないけれど、本当にそれでいいのか…。いつも１番になれ

るわけではない、勝負には勝ち負けがつきもの、でもそれが許せない子に言葉で言って

も分からない、いったいどう対応したら良いのでしょう。

１番病真っ最中のお子さんを持つお母さん。毎回のことにほとほと手を焼いていまし

た。色々声をかけてみますが、本人の気持ちは収まりません。どうしたら我慢ができる

ようになるのだろう、このまま我慢できない子になってしまったらどうしよう、と悩ん

でいました。

そのお母さんはご自身もスポーツをされる方でした。試合があった日、お子さんが

「試合勝ったでしょ？」と当然のように聞いてきました。お子さんにとっては勝つこと

が当たり前です。でもその日は負けてしまいました。お母さんは「負けちゃったよ。で

もね、お母さんは試合でこう思ったよ。」とお母さんが感じたことをお話ししました。

お子さんはびっくりした様子で「え？そうなの？」と言ったそうです。負けたからダメ

だったではなく、負けたけれどもお母さんにとってはいいことがあったんだ、と感じて

くれたのでしょうか。勝つことだけが良いわけではない、負けたとしてもいいこともあ

るんだ、それが分かって受け入れられるようになるのは簡単ではありません。しかし、

我慢しなさいと言われるよりも、お母さんの気持ちを教えてもらったお子さんは気持ち

を切り替えるきっかけを教えてもらえたのかもしれません。

るのも楽しいですね。


